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敦賀発電所２号機の新規制基準への適合性確認審査の申請に向けた 

取り組みについて 

（追加調査計画の概要） 

 

 ２０２４年１１月１３日、原子力規制委員会において、敦賀発電所２号機の敷地内の

Ｄ－１トレンチ内に認められるＫ断層の活動性及び連続性について新規制基準に適合し

ていると認められないことから、敦賀発電所２号機の設置変更許可申請に対して、許可

をしないことの決定がなされました。 

当社は、敦賀発電所２号機の設置変更許可の再申請に向けて、申請に必要な追加調査

の内容について、社外の専門家の意見も踏まえながら具体化に取り組んでまいりまし

た。 

 

当社はこの度、敦賀発電所２号機の新規制基準への適合性確認のための追加調査計画

を取り纏めましたので、お知らせします。 

 

具体的には、まずは再申請に当たって重要となるＫ断層に関する調査及びその他の破

砕帯等に関する調査、評価等を２年程度かけて実施します。この調査により取得したデ

ータの分析・評価結果を踏まえ、再申請に向けて、更に必要な調査や従前の評価を補強

するためのデータ取得等を進めます。 

 

現地での調査は、準備が整い次第速やかに着手し、調査状況等については、地域の皆

様、関係者の皆様へお知らせしてまいります。 

当社は、引き続き敦賀発電所２号機の再申請、稼働に向けて取り組んでまいります。 

 

添付資料 敦賀発電所２号機 追加調査計画について（概要） 

以 上 

 

（参考：本件はエネルギー記者会、原子力規制庁記者控え室、福井県政記者クラブ、敦賀記者クラブにおいて資料配布） 

問合せ先：日本原子力発電株式会社

敦賀事業本部 立地・地域共生部

[担当：高橋、垣見] 

ＴＥＬ：０７７０-２５-５６１２ 
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敦賀発電所２号機 追加調査計画の概要 1

○追加調査計画は全体として再申請に必要な全ての調査を行っていくことになりますが、そのうち、まずは再申請に当たっ
て重要となるK断層に関する調査及びその他の破砕帯等に関する調査、評価等を2年程度かけて実施します。

○この調査により取得したデータの分析・評価結果を踏まえ、再申請に向けて、更に必要な調査や従前の評価を補強するた
めのデータ取得等を進めます。

2027年度
2026年度２０２５年度

調査位置・概要調査目的項目
下期上期下期上期

K断層が屈曲している箇所にお
ける岩盤までの掘削や、D-1ト
レンチの地下深部までのボーリ
ング調査を行います。

(1)

K断層の岩盤及び深
部での分布や性状を
確認し、その特徴を
詳細に把握します。

Ｋ断層の

分布と

性状
1

• Ｄ-１トレンチの北西法面の
ボーリング等による地質の
詳細調査を行います。

• ふげん道路ピットの上載層
から採取したブロックの内部
構造をCTで確認します。

(2)

K断層の活動年代を
特定するための地質
データを更に拡充し
ます。

Ｋ断層の

活動性
2

ふげん道路ピットを岩盤まで掘
削し、Ｋ断層が南方に連続して
いないことを直接確認します。

(3-1)

K断層の連続性の有
無を、従来のボーリ
ングデータによる評
価に加え、岩盤面に
おいて直接確認しま
す。

Ｋ断層の

連続性
3 ふげん道路ピットから敦賀発電

所２号機原子炉建屋側への延
長部において、調査坑によるK
断層の追跡調査を行います。

(3-2)

原子炉建屋周辺の地質、破砕帯
の性状、原子炉建屋直下の破砕
帯の活動性、その他の破砕帯の
分布、活動性等について、ボー
リング調査、調査坑による調査
を行います。

(4)

K断層が重要施設の
直下まで連続してい
ないことを確認する
とともに、敷地全体
の破砕帯等の地質
データを取得します。

その他の

破砕帯等
4

ボーリング調査、掘削等調査

ボーリング等調査

掘削等調査

調査坑による追跡調査

ボーリング調査、調査坑による調査等

※調査期間には手続き等の準備期間を含みます。
なお、これまでのK断層に係る審査での指摘を踏まえ、従前の評価を補強するためのデータ等についても、再申請に向けて取得します。

再
申
請
に
向
け
て
更
に
必
要
な
調
査
等
を
進
め
る



D-1トレンチでの追加調査（概要） 2

敦賀発電所２号機

○ Ｋ断層の活動性については、Ｋ断層の年代が12～13万年前より古い地層に覆われており、12～13万年前より古い断層
であることを、これまでも立証に努めてきましたが、地層の拡がりや堆積年代に係るデータを拡張し、確実に証明します。

○ また、Ｄ－１トレンチ（ふげん道路ピット）から原子炉建屋の方に向かってＫ断層の連続性の有無を確認します。

北西法面

D-1トレンチ

K断層

1-1ピット

ふげん道路ピット

（2）K断層の
活動性調査

（1）K断層の分布と
性状調査

（3-1）K断層の
連続性調査

（3-2）K断層の連続性調査
  （原子炉建屋側への追跡調査）

補足：本図のK断層は露頭にて
観察した位置を示したもの



Ｄ－１トレンチより南方での追加調査（概要） 3

D-1トレンチ

K断層

浦
底
断
層

（3-2）K断層の連続性調査
 （原子炉建屋側への

追跡調査 ）

○ Ｋ断層の連続性については、これまでボーリング調査による破砕部データ（点のデータ）に基づいて評価してきましたが、
今回は岩盤までの掘削や調査坑により面で観察し、Ｋ断層が重要施設の直下まで連続していないことを確実に証明します。

○ また、原子炉建屋周辺の地質、破砕帯の性状、原子炉建屋直下の破砕帯の活動性、その他の破砕帯の分布、活動性等につ
いて、ボーリング調査、調査坑による調査を行います。

補足：本図のＫ断層は標高
-15mにて推定され
る位置を示したもの

（4）原子炉建屋周辺の地質、破砕帯の活動性等
（調査坑による岩盤中での面的な調査）

調査坑（イメージ図）

約3m

約3m

立坑
調査坑

約200m

2号機


